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テーマ選定理由

テーマ選定理由

「産業廃棄物処理業界 イメージアップ戦略」
〜モテる業界への道〜

「産業廃棄物処理業界 イメージアップ戦略」
〜業界の魅⼒を再認識〜

昨年度テーマ ・・・アウターブランディング中⼼

今年度テーマ ・・・インナーブランディング中⼼



昨年度の調査結果より

・約7割以上の⼈が廃棄物処理業界を認知

・約9割以上の⼈が廃棄物処理業界は社会に必要と認識

・約7割以上の⼈が廃棄物処理業界に将来性を感じている

・年齢が低い世代ほどイメージ良く、⾼い世代ほどイメージ悪い

・業界に従事している⼈より従事していない⼈のほうがイメージが悪い

理由︓「汚い、危険、きつい、怖そう」とのイメージ

次世代を担う年代からのイメージは悪くない︕
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業界を知らない⼈のイメージは・・・



テーマ選定理由

業界に従事していない⼈からも

良いイメージを持ってもらう

必要があるのでは︖︕
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そのまえに・・・



テーマ選定理由

業界従事者が誇りを持って

いなければ、業界従事者以外

の⼈を引き込めない︕︕

テーマ選定理由

産業廃棄物処理業界 イメージアップ戦略

〜業界の魅⼒を再認識〜



業界の存在意義

廃棄物処理に対する課題と法律の歴史

出典：環境省
出典：環境省



不法投棄件数

出典：環境省

ダイオキシン類の総排出量

出典：環境省



私たち産業廃棄物処理業界の使命

・地球環境保全のための各種廃棄物の適正処理
・お客様に社会に必要とされる存在になること
・次世代へ、綺麗な状態で地球を引き継ぐこと

アンケート結果と
各社の取り組み事例



業界に従事していることを⼈に伝える抵抗感

非常に抵抗がある 抵抗がある どちらでもない 抵抗がない 全く抵抗がない

アンケート回答数 478名（26社）

半数以上の65%は抵抗がないと回答している⼀⽅、
11%の抵抗がある⼈が存在している実態
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今後を担う若⼿社員が⼤きく占めていることは業界としても急務の課題
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アンケート母数 55名



業界に従事していることを⼈に伝える抵抗感

非常に抵抗がある 抵抗がある どちらでもない 抵抗がない 全く抵抗がない

アンケート回答数 478名（26社）

業界従事していることを⼈に伝えることに抵抗がある⽅の割合を
少しでも減らし、従事者に胸を張って仕事に取り組んでもらいたい︕
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昨年度の調査結果より

我々は社会にとって

必要不可⽋な存在。

しかし各社で⼈材不⾜が課題に。90%

10%

廃棄物処理業は社会に必要？

YES NO



定着率
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～20代 30代～40代 50代～

年齢が⾼いほど定着率が⾼く、年齢が低いほど定着率が低い結果となった。

→若年層＝離職率が⾼い 中⾼年層＝離職率が低い

アンケート回答数 478名（26社）

定着率をあげるための施策

福利厚⽣

評価制度

教育制度



福利厚⽣
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各社の福利厚⽣を紹介

社内FA制度

奨学⾦返済制度

⾼級⾞の休⽇レンタル

評価・教育制度
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各社の評価・教育制度を紹介

360°評価

メンター制度

定期⾯談と評価者の教育

各社の評価・教育制度を紹介

360°評価

メンター制度

定期⾯談と評価者の教育

従業員にとって、より良くバージョンアップしていく必要がある



各社が社内外共にイメージ向上のため
⽇々試⾏錯誤しながら取り組んでいる

何か中部ブロックで「かたち」にできないか…

イメージ動画
https://vimeo.com/user37897816/review/913186783/e2e6975177



まとめ

まとめ

私たち経営塾OB会への所属企業数は234社。

各社が様々な⼿法で会社のイメージを上げることが、業界イメージの向上

の第⼀歩になるのではないだろうか。

業界従事者はもちろん、業界従事者以外の⽅へも。

経営塾OB会のモットーである「かっこよくあれ」を求め続け、⽇々会員各

社が切磋琢磨しながら、現状に満⾜することなく互いに成⻑し続けるこ

と、そしてそれが社会貢献に繋がること、これが経営塾OB会の醍醐味では

ないだろうか。



THANK YOU FOR ALL !!

ご清聴ありがとうございました。


